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I はじめに 気持ちの伝え方・受けとり万BOOK

はじめに

総進行性神経難病療養者（以下「療養者Jとする。）のコミュ二ケーション支援に関する
手引きの作成について

（図1) 「療養者及び家族」と「支援者」のコミュニケ－ションに関する思い（悩み・不安など）

＜療養者及び家族＞ ＜支援者＞

0進行性神経難病療養者（ALSなど）の支援では、医療的ケアや日常の生活療養に関する保健・福祉

サービスの調整等に労力を要し、在宅療養における自己決定等のコミュニケーション支援が重要で

すが、充分にできていない状況です。

また、 「療養者及び家族」 「支援者」は、コミュ二ケ－ションについて様々な思いや悩み、不安を

抱えています。 （図1参照）

0支援者が、 『進行性神経難病療養者の支援が難しい』 と感じるのは、脳梗塞等の慢性へと移行する

病気と違い、

＊病状は進行し、進行の状況も様々である

＊病気の理解（告知・病状進行に伴い、胃ろうや気管切開、人工呼吸器等の選択にせまられる）

＊支援者も支援の経験が少ない（経験の有無で、支援に差がで、る）

＊在宅で医療的ケアが必要な場合、支援に関わる職種が多い

などが、他の支援と異なるためかもしれません。 （※1) 

0コミュ二ケ－ションがとれなくなることは、療養者及び家族の 『Q0 L』 に大きく関わるため、

療養者及び家族、支援関係者で 『こういう生活をするために、コミュニケ－ションの方法を考える』

という共通認識をもち、支援していくことが大切です。

、t
コミュ二ケーション支援は、 ~ 

※療養者及び家族の『安心・安全の確保』と『社会参加』につながる

．この『気持ちの伝え方会受けとり方BOOK』は、コミュニケ－ション機器の導入だけでなく、

「療養者及び家族の思いや気持ちをどうくみ取っていくか 気持ちをどう伝えていくかIを

含めてコミュ二ケーション支援を考える一助となるよう、この手引きをご利用いただければ

幸いです。

（※1) 平成29年度南部保健所在宅難病療費者支援関係者事例横討会講師資料より抜粋
（宇田 薫：医療法人おもと会，統括リハビリテーション部，訪問リハビリテーション科，統括科長）
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II コミュ二ケーション支援で大切なこと

日 コミュニケーション支援で大切なこと

気持ちの伝え方・受けとり方BOOK

• rコミュニケーションJの意疎を確認
支援者がコミュニケ－ションの必要性を感じるのは、

ご本人の「体調の状況」 「不快の有無J 「サービス

内容の要望」などの「支援者のサービス提供のため

の聴取」だけになっていませんか？

物人にとって「コミュ二ケ－ション」とは

自分が考えていること、抱いている感情、思い出などを表現することであり、支援者自身も

日常生活でごく普通に表現していることです。よって、ご本人にも同様に、それらを表現し

てもらうことも、ごく普通のことです。

※参考 「コミュ二ケ－ションJとは

（広辞苑）社会生活を営む人間の聞に行われる知覚 ・感情・思考の伝達

(APA心理学大辞典）言語（口頭か書面）によるか 非言語的な手段（非言語コミュニケーション）

による情報伝達のこと。人聞は多くの対人関係や社会的な目的のために関わり、

思考や知識、感情、経験を交換するために伝達する口

•rその人にとってj のコミュニケーションは fその人によって様々j であることを知る

移家族に辛そうな表情を見せたくないので、看護師には苦痛を聞いてもらいたい

移成長盛りの子供たちに母親として、族をしたい

移お孫さんの運動会の応援メッセージを送りたい

移沖縄の歴史に精通しており、色々話したい

物夫婦旅行の思い出話をしたい

物疲れた様子の支援者に、ねぎらいの言葉をかけたい

勿ごく普通に世間話をしたい など

向
上

.., 

.., 

.表現手段が限られていることを理解する

発声が難しくなると「文字」だけが確実な伝達方法です。

「表情」 「身振りJの伝達も制限されてくる場合があります。

物表現を受けとる支援者は「表情」 「身振り」で本来、強調される部分も汲み取るような

寄り添いが必要です。

お支援者が戸惑っている聞にも症状が進行していくことを理解する

コミュニケ－ション支援に関して、支援者が「分からない」

「知らない」ということに気づいていながら、何の行動も

起こせないままでいる聞にも、本人のコミュニケーションは

制限されていきます。

竜彦 「分からないことは分かる人に」 「知らないことは知っている人にj

自分が行動を起こすことで、必ず何らかの支援策が見っかります。
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II コミュ二ケーション支援で大切なこと 気持ちの伝え方・受けとり方BOOK

•rコミュニケーションj に限らす.r移動jf食事jf排池J「入浴Jf更衣jに関しても、
進行過程に応じた支援を

物コミュニケ－シヨンに支障が出る以前に、移動、食事、排j世、入浴、更衣ができなくなるこ

とも多いので、本当は、コミュ二ケーションだけでなく「頭を洗うことが辛くなってきた」

「便座から立ち上がりにくくなってきた」という時期も、支援者は「進行性だから仕方ない」

と見過ごさず、他の支援者と共に、その時期に可能な支援に関わることも大切です。

.進行に伴い、生活スタイルの変更や新たな方法のきっかけつ‘くりを言い出すのは、

専門性にとらわれす、その時の適任者でよい

物 「意思伝達装置に関しては『作業療法士』」、「オムツの使用に関しては『看護師』」、

「シャワ－浴介助から訪問入浴への変更の話を持ち出すのは『ヘルパ－』」とは限定せずに、

そのときに、一番関係がとれている人が言い出すほうが、本人も辛い課題に向き合いやすい

かもしれません。非常にデリケ－卜な作業であるため、関連スタッフで十分に情報共有をし

ましょう・言い出す適任者の選定・きっかけを言い出した後の報告（周囲のサポートが必要

な場合もある）を密に図る必要があります。

物きっかけづくりを逃すと、 「進行とともに本人が心身ともに辛い時間を過ごすことになる」

ということを支援者は忘れないようにしましょう。
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2.
病
状
に
応
じ
た
各
時
期
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
の
方
法

（※
「
H
2
9
年
度
在
宅
難
病
療
養
者
地
域
支
援
関
係
者
連
絡
会
議
J'
t
Iト
ア
ワ
－＇）
の
ま
と
め
）

国

療
費
者
I＊
現
在
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
支
障
が
な
い

＊
病
状
の
進
行
と
そ
の
時
の
気
持
ち
の
整
理
に

＊
病
状
進
行
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

＊
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養
者
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意
思
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で
き
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い
な
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等
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い
と
き
、
家
族
だ
け
の
思
い
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家
状
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況
｜
｜
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ど
の
よ
う
な
支
障
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で
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く
る
の
か
具
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機
器
の
使
い
方
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習
得
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よ
う
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す
る
人
、
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々
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ill 療費者及び家族の二一ズと病状に応じたコミュ二ケーション支援 気持ちの伝え方・受けとり方BOOK

〈参者＞ALS患者の病状等に関する2つの分類について

(4へ。ーシ’の筋萎縮性側索硬化症の重症度・意思伝達能力障害stage分類の詳細）

AL Sの病状等についてはいくつかの分類方法がありますが まずは、コミュニケーション障害
と対比しやすい2つの分類を引用します。

（※1 ) 【厚生労働省による筋萎縮性側索硬化症の重症度分類】

症状に個人差があると思いますが、 「重症度2～3Jからコミュニケーションに支障が生じます。
この時期までに、その先の生活を考えておく必要があるといえます。

重症度1
l 1つの体肢の運動障害または球麻痩による構音障室 日常
；生活支障なし

：各体肢の筋肉、体幹の筋肉、舌、顔面、口蓋 咽頭部の6

重症度2
：体節の筋肉のうち、いずれか1つ、または2つの部位の明

手軽語に支障が生じる場合長吾
：らかな運動障害のため、日常生活の不自由あるも、日常生
：活は独力で可能

斗主主

． 
：上記6体節の筋肉のうち、 3体節以上の部分の筋力低下のた

上肢に影響がみられるとPC

重症度3 ．めに、家事や職業などの社会的活動を継続できなくなり
の操作が困難になります

：日常生活に介助が必要
． 

重症度4
：日乎吸、瞭下、または座位保持のうちいずれかが不能とな

利用姿勢も十分に考慮して意

：り、日常生活すべての面で常に介助必要
思伝達装置の適用時期となり
ます

I 

’ 
重症度5 j寝たきりで全面的な生命維持装置操作が必要

（「意思伝達能力Stage分
類」を参照）

（※2) 【林らによる意思伝達能力Stage分類】
この分類は、身体の残存機能やコミュニケ－ション機器の利用状況で異なることもあります。」」
では前述の重症度5を対象に 意思伝達装置等のコミュニケーション機器の利用を前提として対応
させます口

文章（繰り返し、多くの文字）を綴ることが可能で
Stage I 文章にて意思表出が可能 ある。 「レッツチヤツ卜」や「伝の心」による方法

の検討が必要（デモ機の活用や申請等も含め）

少ない文字綴り、または定型文の選択が可能である

Stage II ．単語のみ表出可能 （機器のスイッチやセンサーの誤操作や不反応が増
えてくる時期。身体機能の評価やスイッチ等の組合． 
わせの検討が必要）I 

’ ． 
確実な随意運動を用いてスイッチ操作ができるが、ヨ

Stage ill :YES/NOのみ表出可能 複数の中からの同期選択が困難である（視線入力方
’ 式による機器の検討が必要）’ ． 

j残存する随意運動はあるが、 YES/NO生体現象（脳波や脳の血流量等を利用）方式の意思
Stage'JV 

！の確認が困難なことがある
伝達装置により、呼びかけに対する返答の確認が可
能な状態である． 

StageV ！全随意運動が消失して意思伝達不能
現状の意思伝達装置等の実用的な利用が期待できな

！な状態 い
’ 

（※1)厚生労働科学研究・神経変性疾患調査研究班による分類

（※2）林健太郎・他：侵襲的陽圧補助換気導入後の筋萎縮性側索硬化症における意，思伝達能力障害－Stage分類の提唱と
予後予測因子の検討ー，53,98-103,2013

・（「神経筋疾患患者に苅するコミュニケーション機器導入支援ガイドフ、ツク（編集・発行：ALS患者に苅するコミュニケーション
機器導入支援体制の模証に関する研究）J (P26）より引用）
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w コミュ二ケーション支援のヒント！事例から学ぼう 気持ちの伝え方・受けとり方BOOK

IVコミュニケーション支援のヒント！事例から学ぼう

〈事例1＞コミュニケーショシ支援のきっかけつ、くり （ヘルパーの支援事例）

ALS患者さんの支媛をすすめる上で大事にしていること

療養者の情報

O疾患名： ALS 女性（子育て中）
O利用しているサービス
相談支援事業所または居宅介護支援事業所（⑤ 無 ） 

訪問看護 (5回／週） 訪問リハ (2回／週） 訪問介護 (6回／週）

訪問薬剤 ( 1回／週） ショートスティ (1回／月）

ヘルパーの主な支援

①進行の速さに対応するため、予測しながら介助

方法や生活用具、ポジショニング等を考える

－普段の会話に「私が00さんの意思を読み取れる
か試してみたい」など話しながら、コミュニケー
ションボードを使用

－日々、状態の変化や体調不良があると落ち込みがち
になる。少しでも軽減できるよう考えながら実施

②今後の病状等の変化について、いろんな選択が

できるよう、可能な限り情報提供したい

－気管切開した場合の生活（入浴方法、外出方法、
コミュニケーションなど）の情報提供や、辛さを訴えた際
は本人の立場に立って理解し話を聞き、介護者が
できることや工夫を一緒に考え試していく

③本人の気持ちに寄り添う（本人の存在、本人が

気づいていない部分について話し合う）

つ

支援の中で聴いた療養者の患い

＊身体が動かず、言葉も話せなく

り、思いも伝えられない

＊家族が迷惑でないと言っても自分

が何もできなくなることは事実。

迷惑をかける

＊自身のことや家族のことをできる

限りやりたい

＊子どものために母として、してあ

げることができなくなっていくこ

とが辛い

ヘルパーが療養者との関わりの中で感じたこと

＊本人はALSという難病について、この先どうなっていくのかある程度予測
できており、 「生きたい」という思いと「苦しみ（自身の体に閉じ込めら

れていく）」という思いに葛藤している

＊気管切開について心が揺れている状態た、ったが、気管切開した場合に備え、

コミュ二ケ－ションツールの情報やビデオメッセージ作成なども考えている

今後、コミュ二ケ－ションについてどのような支援ができるのか検討したい

【この事例からみえた支援のポイント！！】

＊ヘルパーは毎日の生活支援に入る中で、本人や家族の不安や思いを受け止めながら支援を

実施している。また、本人や家族に寄り添いながら、コミュニケーションを含め、様々な

情報提供ができるよう支援している

*ALSと他の難病や病気との違い。 ALSの場合、余命を宣告されたわけでなく、病状の進行に

より、胃ろうや気管切開などの選択をせまられる。しかし、最終的に決めるのは本人。

それまでに支援者は何をするべきか考えるようになった

＊本人像と本人のニーズを支援関係者で共有する。支援の統一を図るためにケア会議を定期

的に開催し連携していくことが必要

-7-



w コミュ二ケーション支援のヒント！事例から学lまう 気持ちの伝え方・受けとり方BOOK

IVコミュニケーション支援のヒント！事例から学ぼう

〈事例2＞きっかけつ‘くりから機器の導入 （言語聴覚士の支援事例）

利用者情報

60代男性

疾患名：大脳皮質基底核変性症

主訴：うまく話せない、喋ると息切れをする

要介護度5
身体障害者手帳等級1級

概要

本人

少しずつ身体の自由がきかなくなって、言葉もゆっくりとしか話せない。

それがとても歯がゆい。もっと、自分の気持ちを伝えたいけど、なかなか思うように

身体が動かないことがつらい

家族

コミュ二ケ－ションを取ることに不自由を感じていない。ゆっくり聴けば聞き取れる。

本人の希望に沿うような方法で関わって欲しい。

希望

・言語訓練

・代替コミュ二ケーションツールの活用

評価

＜身体機能＞
右半身麻痩

利き手は右だが、廃用手。使用手は左。

把持動作可能だが易疲労あり。

右下肢は伸筋群の過緊張あり。左下肢の

動作は比較的安定。

＜コミュニケーション＞
言語理解・表出は共に可。短文レベル

になると声が小さく聞き取りづらい。

話し続けると動惇、息切れが出現。

発話明瞭度3 1 φ 5 

発話の自然度5

よくわかる 聞き手が話題を知っ
ていればわかる

3 

全く了解不能

G) 

全く自然 明らかに不自然 全く不自然

＜身体機能＞
E 右半身は使用できない

－左上肢は易疲労があるため、

長時間の使用が困難。

また、柔軟な動きが見られず。

＜コミュニケーション＞
．発話の短いとぎれ

・声量低下

－気息性日夏声（例：息がもれるようなかすれた声）

．無力性日夏声（例：弱々 しい声）

－開鼻声（例：鼻にかかったような声）

－構音の歪み（例：音が不明瞭に聞こえる）

・発話速度の異常（例：遅すぎる）

＜高次機能障害＞ ｜＜高次機能障害＞
視覚・聴覚刺激により注意の易転動性あり。 ｜・注意障害

-8-



N コミュ二ケーション支援のヒント！事例から学ぼう

〈事例2＞きっかけづくりから機器の導入 （言語聴覚士の支援事例）

O “伝の心”給付までの経過

－訪問リハビリ開始

．全体評価

－言語機能の低下

・代替コミュニケ－ションツールの提案

－身体障害者手帳の内容変更申請（言語障害項目の追加のため）

気持ちの伝え方・受けとり方BOOK

－レッツチャットのレンタjレ

－操作スイッチの適合評価 ＝今 PPSスイッチ

（レッツチヤツ卜： P19,25参照）

(PPSスイッチ： P23,28参照）

イ云の心のレンタル（業者を紹介〉 （伝の心： P19,25参照）
－身体障害者手帳再交付（言語障害項目追加）

－家族へ補装具費支給の手続きを依頼（市へ相談・申請）

・ iPad forトーキングエイドの使用開始 (iPad forトーキングエイド： P25参照）

輔 E ・環境調整のためユニバーサルアーム（iPad）の提案

－市からの調査

・透明文字盤や口文字の再提案 （透明文字盤・口文字： P18,29参照）

－補装具費支給決定

－業者と契約〔ご本人。業者〕

－補装具の受領〔業者コ申請者〕

... 
r 

＠ 
＠ぬ＠ロ〉＠

＠ 
画匡塞翠密翠E
4夢

認E零密密軍属軍曹璽置

Iま震麗霞寝思竪冨羅窪蕗翠努冨E
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N コミュ二ケーション支援のヒント！事例から学ぼう 気持ちの伝え方・受けとり方BOOK

IVコミュニケーショシ支援のヒント！事例から学ぼう

〈事例4－①〉療養者及び家族の声（インタビ、ユーから）

疾患名 ALS （筋萎縮性側索硬化症）
事例の概要

年齢 70代 性別 男性 主介護者 妻

．発症 112年
う

＊気管切開

＊文字盤 ＊伝の心（スイッチ：手指→→→額）
コミュ二ケーション

（補装具費で申請）
の状況

0現在のコミュニケーション：普段の会話は文字盤（妻、友人等）利用

きっかけつ‘くり時期｜家族

機器導入をすすめる
｜家族

時期

機器導入が決まり
｜療養者

使用している時期

コミュニケーション
について

家族

妻、友人以外は伝の心を利用

在宅療養となったときに、ケアマネから文字盤をすすめられた。

文字盤は、指した文字を覚えておかないといけないため、最初は、

家族も療養者も疲れた。気管切開後はしばらく声が出ていた。

声を発することが療養者の力の源になっていた。

伝の心は、ケアマネからすすめられ導入した。

療養者は、元々パソコンを使用していたので導入は早かった。補装

具費で申請して半年後にやっと手元に届いた。症状の経過が緩やか

なため、半年後に届いても支障はなかった。

（文字盤を利用して）伝の心は2台自にかわった。

最初は、指でスイッチを押していたが、現在は額にスイッチを貼っ

ている。

声が出せないため、文字盤は必要。最初は怒られながら使った。

文字盤により、本人の気持ちがわかった。お互いの気持ちが通じ

合う。覚えればできる。ゆっくりでも相手がいることでコミュ二

ケーションができる。

（文字盤を利用して）気持ちが通じないとイライラする。ケアなど

療養者 ｜で、来てもらっても通じないと意味がない。

コミュニケーションは大事だと思う。

〈家族から支援者へのメyセージ〉

0文字稼はみんな跨躍している門最初から難しいと思わず

「やってみよう！｜と思ってほしい円

積極的に日頃から自分達も使ってみようと思ってほしい。

自分達は文字盤を主に使っているが、いろんな方法が

あることを知ってほしい

みんなが使えるよう「マニュアル」が必要。

事業所として、みんなで認識して実施できるよう

働きかけることが必要。
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N コミュ二ケーション支援のヒント！事例から学ぼう

IVコミュニケーション支援のヒント！事例から学ぼう

〈事例4－②〉療養者及び家族の声（インタビ‘ユーから）

気持ちの伝え方・受けとり方BOOK

事例の概要

畠発症 12年

発症から現在までの
コミュニケーション
の状況

ALS （筋萎縮性側索硬化症）

60代 ｜性別 ｜女性 ｜主介護劃夫

法~ 16年 同年
I＊気管切開i

＊文字盤、口文字＊伝の心 ＊レッツチヤツト

（スイッチ：足指）

l段差 ト収集 ＼ア

＊伝の心 ＊トビ－PCEyeMini 

（スイッチ：額）

0現在のコミュニケーション：普段の会話は口文字（家族、ヘルハ＼訪問看護）
・上記以外は、伝の心、レッツチヤツ卜を使い分けている

－トビ－PCEyeMini （最近から練習を兼ね使用）

I （口文字で）まだ、会話ができる時から自分でネット検索し、文字
療養者 ｜ 

｜盤や口文字を始めた。 「泣き、笑いしながら練習してきたよ。」
きっかけづくり時期卜一一一－｜

由＋ ｜家族は、まだ早いと思っていたが、本人が自分で検索し探してきた

小… ’徐々に始めていった

療養者

機器導入をすすめる
時期

家族

（口文字で）伝の心はクリニックのリハビリ担当から紹介があった

元々パソコンを利用していたので早めに導入していった。

「使いながら覚えた。」

夫はパソコン利用できないが、本人と子どもがパソコンを利用して

いたので、すぐに使っていった。

機器導入が決まり
｜療養者

使用している時期

コミュニケーション
｜療養者

について

（口文字で）伝の心は2台目にかわった。当初、足でスイッチを押し

ていたが、現在は額にスイッチを使用。最近から練習も兼ね、視線

入力（トビ－PCEyeMini）を申請し使用。

入院の時も、伝のI［）、レッツチヤツトを持っていく。

（口文字で）やっぱりコミュニケーションをとれるようにすること

は大事。命綱である。伝の心がないと暮らせない。やはり、早く取

り組んだ方が対応できる。意思疎通ができなくなったことを考えて

いくつかのパターンを考えている。

<Q&A> 

Q ：文字盤より、口文字を使っているのはどうしてですか？

A：自分達は文字盤より口文字がうまくいった。
口文字は車で、の移動や入浴時に便利。口の動きですぐ
にわかる。毎日のコミュ二ケーシヨンになっている。
普段は口文字を使い、口文字ができない方が来た時、
メールやインターネットを使うときに伝の心を利用。
レッツチヤツ卜は主に呼び出しブザーで利用。

Q ：早期からコミュニケーションツールの利用を取り入れ
ているが、きっかけとなった出来事は？

A （療養者） ： （口文字で）多分、病気を受入れたところ
からはじまった。受入れたら、病気を知ろうと思った。

-12-



IV コミュ二ケーション支援のヒント！事倒から学ぼう 気持ちの伝え方・受けとり方BOOK

IVコミュニケーショシ支援のヒント！事例から学ぼう

〈事例5＞沖縄病院におけるコミコニケーション支援体制

四肢運動機能など本人・家族にわかりやすい症状が悪化した時、またはそれを本人が自覚をした

タイミングでコミュニケ－ション機能も その悪化した症状と同様に低下していく、という話を繰

り返して伝えていくことが重要。少しでも重要性がわかるように話をします。

会話ができなくなっていくこと、どんな援助をしてほしいか本人から周りへ上手に伝えられなく

なっていくことを折に触れて説明を繰り返していくこと。

コミュニケーシヨンと同様に、今後の呼吸管理の必要性についても説明し、導入動機づけの強化

をしていく（意思決定されている患者さん限定です。このような必要性があるため、なるべく初回

の病状説明で全てを話すことが重要）。

入院施設では、初回診断の際に限らず様々なタイミングで入院が行われ（胃痩造設・気管切開の

検討・レスパイトなど）、そのすべての時期で、コミュニケーション支援にかなりの重点をおいた

介入が全てのスタッフによりなされています。入院のたびにできるようになっているか、またもっ

とより良い方法論があるのではないかというチェックがなされ、必要があればリハビリスタッフが、

機器の調整や機器変更の調整を行います。

在宅療養が長期継続できない最大要因は、こだわりと称される思いいれの強さと、介護者を選ん

でしまうことです。後者には、コミュニケーションをとりやすい（話が早く解決する）ことが、

その原因として大きく関わっています。

その結果、コミュ二ケーションをとりやすい介護者に負担が大きくかかってしまう事例が多数あ

り、その介護者（配偶者）が入院すると、本人も在宅療養が継続できないようなことが起こり得ま

す。これを避けるため、なるべく病状進行の早いうちに介護に不慣れなヘルパーをも含めた多くの

人と容易なコミュニケーションがとれるように、本人・主介護者の努力が必要です。

場合によっては（待てる場合には）わかっても入力が終わるまで介入を開始（先読み）しないこと。

出来る限り多数の人が介入できる環境を作れた患者とその家族が、長期在宅療養の継続者となるこ

とをなるべく早い時期にチーム全員が認識して、全てのステージで対応していくことが重要となり

ます。

＜概要図＞沖縄病院におけるコミュニケーション支援体制

診断及び告知

在宅療養

（地域）

0最初の病状説明で全てを話しておくことが重要
1. AL Sと診断されたら 2. AL Sの治療と生活支援

3.運動障害が起こってきたとき 4.会話・聴下が困難になってきたとき

5.呼吸が困難になってきたとき

0すべての時期でコミュニケーション支援に重点をおいた介入を全ての
スタッフで実施。必要があればリハビリスタッフが、機器調整や機器

変更の調整にあたる

0タイミングをつかまえて繰り返し伝えていく
－本人 ・家族にわかりやすい症状が悪化した時、またはそれを本人が自覚をした時

．少しでも重要性が身に染みるように話をする

Oコミュニケーションをとりやすい介護者の負担が大きい
なるべく病状進行の早いうちに、多くの人と容易なコミュ二ケーション

がとれるよう、本人・主介護者、支援関係者の努力が必要

0コミュニケーション機器調整や機器変更の調整で入院相談も可能

j※多数の人が助けてくれる環境を作れた患者とその家族が、長期在宅療養の勝者となる。そのために、 z
なるべく早い時期に、医療関係者及び在宅支援関係者のチーム全員が認識してすべてのステージで l 

! 対応していくことが重要 ； 
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v 地域のみんなで療費者及び家族の暮らしを考えよう

v 地織のみんなで療養者及び家族の暮らしを蓄えよう
1.事例検討から学ぶ多職種連携について

気持ちの伝え方・受けとり方BOOK

神経難病療養者への生活支援では、医療・保健・福祉・介護の多岐にわたる側面からの支援が

必要であり、関係機関との共通認識や多職種連携が求められます。

特にコミュニケ－シヨン支援は、特定の職種だけが支援するのではなく、多職種による連携・

チーム支援が必要です口

<H29年度在宅難病療養者支援関係者事例模討会より＞

【事例】進行が緩やかなALSで療養している方（独居）のコミュニケーション支援について

コミュニケ－ションの方法等について どのようなきっかけをつくったらよいか（きっかけづく

り時期の支援川、多職種でお互いの役割を共有し、多職種連携のあり方を深める。

（＊きっかけづくり時期とは：まだ障害も軽く、コミュニケーションに制限がない時期）

0事例模討のすすめ方

(1) 「様式lJの作成：エコマップの作成と課題の抽出・・・ (P15参照）

①エコマップの作成

本人を取り巻くフォーマル・インフォーマルな関係者を書き出し、役害ljを確認しながら情報の

共有を図りケースアセスメン卜をしていく。また、本人像について支援関係者で共有する。

②課題の抽出

エコマップをふり返りながら、アセスメントが不十分なところ、予測されることなどについて、

『医療』 『生活』 『その他』などの観点から課題をあげていく口

(2) 「様式2」の作成：今後の支援や連携を考える・・・ (P16参照）

②今後のQOU広大の観点から、課題に基づき、今後の支援や連携を考える

～「いつ」 「だれがJ 「どのようにj～ 具体的に検討していく

＊今回は、 「コミュ二ケーション支援のきっかけづくり」のために「どう支援できる？」、

「どう連携できる？」かを検討していった。

（※「様式1」 「様式2」の様式は、 【資料編】のP34～35にあります。ご活用ください。）

く事例検討会講師からのコメント＞

＊本人像について、関わる場面場面で印象が異なることもあるため、支援者同士

でも本人像が異なる場合がある。そのため、共有するということが重要であり、

そこで気づきが生まれる可能性がある。

＊トイレで倒れたとき、本人より「大変だったJの一言で終わったらそれ以上のことがわからない。

ヘルパーさんから「本人この時、とても落ち込んでいたよ」という情報があれば、本人の気持ち

を垣間見ることができる。単なる連絡作業ではなく、本当の薫昧での連携が必要n

く事例検討会参加者からの感想〉

＊早期から、実施する必要がある。

＊多職種で連携し、情報共有し、支援の統ーをしていくことがとても大切。

＊その時、キーになる人、本人が信頼を寄せている人、チームで関わっていくことの大切さ、

重要さを改めて感じた。

＊本人像が多職種によって違い、それを統合することで全体像が浮かび上がってくる。

チームの経験値の違いによる連携のポイントが整理できた。

-14-



O
H
2
9
年
度
在
宅
難
病
療
養
者
支
援
関
係
者
事
例
検
討
会
よ
り

【
事
例
】
進
行
が
緩
や
か
な
A
L
S
で
療
養
し
て
い
る
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
に
つ
い
て
(4
0
代
男
性
独
居
身
障
手
帳
1
級
要
介
護
5)

＊
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
「
ど
の
よ
う
に
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
ら
よ
い
か
（
き
っ
か
け
づ
く
り
時
期
の
支
援
）
J
に
つ
い
て
、

多
職
種
で
お
互
い
の
役
割
を
共
有
し
、
多
職
種
連
携
の
あ
り
方
を
深
め
る
。

＜
様
式
1
>
 

エ
コ
マ
ッ
プ

:
 1
回／
2週

；
；
在
宅
で
点
滴
治
療
；
 

ト
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C
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；
 同
居
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齢
：
 

；
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ア
会
議
；
 

：
 参
加
；
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毎
日
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在
宅
治
療
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i
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情
報
提
供
；

し
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叩
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H り 叩

あ w
談 一

ロ H M 糊

回 目 H 可 る ふ 1 寸

何 等 …

臨 日 …

J 家 h y …

：
在
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
；

：
サ
ー
ヒ
ス
調
整
会
議
等
：
 

；
 関
わ
り
あ
る
？

本
人
像
（
本
人
っ
て
ど
ん
な
人
？
）

－
前
向
き
な
感
じ
が
す
る
（
リ
ハ
ビ
リ
に
積
極
的
、
医
療
に
関
す
る
自
分
の
意
見
を
伝
え

て
い
る
）

－
困
っ
て
か
ら
考
え
る
傾
向
が
あ
る

－
告
知
の
時
の
病
気
の
ビ
デ
オ
を
み
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
現
状
を
受
け
入
れ
た
く

な
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

－
身
内
と
の
関
わ
り
が
薄
い

－
優
し
い
面
（
実
家
に
戻
る
こ
と
を
悩
ん
で
い
る
）
、
周
囲
へ
の
気
兼
ね
が
あ
る

．
普
通
の
4
0
代
の
男
性

課
題

【
医
療
】

【
生
活
】

－
進
行
す
る
病
状
の
受
け
止
め
は
ど
う
な
の
か
？

．
治
療
に
対
す
る
怖
さ
が
あ
る
か
も
。

－
ビ
デ
オ
（
病
気
に
関
す
る
）
の
時
期
の
検
討

－
本
人
、
家
族
も
含
め
て
、
病
状
の
把
握
必
要
。
何
度
も
。

－
今
後
の
治
療
に
つ
い
て
の
意
思
決
定
支
援
必
要
（
進
行
に
伴
う
、

気
管
切
開
、
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
）

－
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
－
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に
関
す
る
情
報
が
必
要

胃
痩
や

・
一
人
暮
ら
し
の
課
題
が
み
え
て
い
な
い

．
経
済
面
を
気
に
し
て
い
る

・
ト
イ
レ
で
立
ち
上
が
れ
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
（
入
浴
介
助
必
要
）

・
食
事
全
介
助
。
食
べ
る
こ
と
（
形
態
、
方
法
な
ど
）

・
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が
ど
れ
く
ら
い
必
要
な
の
か

－
息
抜
き
の
た
め
の
移
動
支
援
は
ど
う
か
？

－
仕
事
の
支
援

・
ユ
ン
タ
ク
す
る
相
手
（
家
族
？
友
人
？
）

（
家
族
で
は
誰
だ
っ
た
ら
本
音
が
話
せ
る
？
友
人
と
の
関
わ
り
は
ど
の
程
度
？
）

．
本
人
の
気
持
ち
は
誰
が
聞
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

－
家
族
の
病
気
に
対
す
る
理
解
力
が
あ
る
か
？

（
両
親
高
齢
。
き
ょ
う
だ
い
の
気
持
ち
が
聞
け
て
い
な
い
）

【
そ
の
他
】
・
緊
急
時
の
搬
送
に
つ
い
て
（
救
急
ス
タ
ッ
フ
、
消
防
署
）

・
支
援
者
間
の
つ
な
が
り
が
見
え
て
い
な
い

（
フ
ォ
ー
マ
ル
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
の
関
係
者
も
含
め
全
体
で
考
え
て
い
く
）

・
本
人
の
思
い
と
支
援
者
の
ズ
レ
（
本
人
は
困
っ
て
か
ら
考
え
る
傾
向
。

支
援
者
は
早
め
に
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
）

－
ス
マ
ホ
操
作
で
き
る
、
友
人
と
話
す
こ
と
で
き
る
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～
合
後
の
OO
L
拡
大
の
観
点
、
か
ら
～

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
の
き
っ
か
け
づ
く
り
の
た
め
に
（
※
合
固
は
多
く
の
課
題
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
に
つ
い
て
横
討
し
た
）

＜
様
式
2
>

＜
ど
う
連
携
で
き
る
？
＞

O
主
任
ヘ
ル
パ
ー
に
伝
え
る
。
そ
の
後
、
ケ
ア
マ
ネ
に
報
告

ア
マ
ネ
が
支
援
者
を
招
集
し
、
共
有
す
る
こ
と
で
連
携
を
図
る

0
時
期
に
よ
っ
て
「
キ
ー
」
に
な
る
人
が
い
る
。
誰
が
キ
ー
に
な
っ
た
方
が
よ
い
の
か
、

支
援
者
会
議
で
確
認
し
情
報
共
有
す
る
。
支
援
者
全
員
で
観
察
し
情
報
共
有
す
る

0
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
は
誰
に
な
る
の
か
、
見
え
に
く
い
？

→
本
人
が
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
な
っ
て
も
い
い
（
情
報
発
信
す
る
人
）

※
必
要
な
と
き
に
支
援
者
で
情
報
共
有
の
場
を
設
け
る
こ
と
が
必
要

0
準
備
が
必
要
（
本
人
－
家
族
－
支
援
者
も
）

様
々
な
情
報
が
あ
る
中
で
、
本
人
、
家
族
、
支
援
者
も
知
識
が
必
要
。
本
人
が
そ
の

準
備
を
行
え
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

→
多
職
種
間
で
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
情
報
提
供
及
び
支
援
す
る
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0
進
行
す
る
病
状
の
受
け
止
め
に
つ
い
て

＊
ま
ず
は
、
主
治
医
か
ら
の
説
明
が
必
要

＊
ケ
ア
マ
ネ
：
情
報
を
得
て
発
信
し
て
い
く
（
支
援
者
会
議
の
開
催
等
）

＊
支
援
者
が
気
に
な
っ
た
動
作
や
発
言
を
汲
み
取
り
情
報
発
信
し
全
体
で
共
有
す
る

ま
た
、
勉
強
会
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
連
携
に
つ
な
が
る

0
主
治
医
か
ら
説
明
し
て
も
ら
う
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
に

つ
い
て
支
援
方
針
を
共
有
し
て
い
る
の
か
？
確
認
が
必
要

在
宅
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
こ
の
方
針
に
沿
っ
て
各
職
種
で
対
応
し
て
い
く

0
毎
日
ケ
ア
す
る
ヘ
ル
パ
ー
が
本
人
の
望
む
生
活
（
経
済
的
な
こ
と
、
リ
ハ
ビ
リ
、

外
と
の
交
流
な
ど
）
に
つ
い
て
話
を
き
く

0
本
人
の
思
い
を
聴
く
こ
と
が
必
要
。
誰
と
一
番
話
し
や
す
い
か
？

（
毎
日
支
援
し
て
い
る
ヘ
ル
パ
ー
？
訪
問
看
護
？
）

＜
ど
う
支
援
で
き
る
？
＞

0
進
行
す
る
病
状
の
受
け
止
め
に
つ
い
て

＊
主
治
医
か
ら
の
説
明
が
必
要
。
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
は
支
援
者
で
実
施

木
本
人
の
ケ
ア
や
関
わ
り
の
中
で
気
づ
い
た
こ
と
、
機
能
面
も
含
め
主
治
医
へ
情
報

提
供
し
て
い
く
（
ケ
ア
マ
ネ
に
情
報
提
供
し
支
援
者
が
同
伴
受
診
し
て
一
緒
に
聞
く
）

0
主
治
医
か
ら
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ヨ
ン
に
つ
い
て
説
明
を
さ
れ
た
か
確
認
す
る

ー l H G ｜ ｜
0
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
本
人
が
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
確
認
す
る

必
要
が
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
目
的
を
明
確
に
す
る
。

＜
具
体
的
に
き
く
（
今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
困
る
か
予
想
す
る
）
＞

－
聞
き
取
り
に
く
い
－
本
人
が
ス
マ
ホ
が
使
え
な
く
な
っ
た
と
き

．
声
が
出
し
づ
ら
い
こ
と
が
多
く
な
っ
た

－
言
語
の
リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
（
現
状
評
価
も
含
め
）

－
災
害
時
に
備
え
て
周
り
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
れ
た
方
が
よ
い

（
隣
近
所
と
の
関
わ
り
は
？
）

－
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
ツ
ー
ル
を
実
際
に
み
せ
る
、
知
っ
て
も
ら
う

み
ん
な
が
持
っ
て
い
る
情
報
を
ど
う
共
有
し
て
い
く
か
n

※
連
携
の
ポ
イ
ン
卜
！
！

①
本
人
像
と
本
人
の
ニ
ー
ズ
を
共
有
す
る

②
ケ
ア
会
議
を
定
期
的
に
開
催
す
る
（
継
続
的
に
支
援
）

③
各
職
種
の
役
割
を
お
E
い
認
識
す
る

j
 ＇＂一
一
J

。
現
在
の
連
携
の
状
況
：
個
々
の
事
業
所
内
で
情
報
の
共
有
は
で
き
て
い
る
。
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2.
各
関
係
機
関
・
各
職
種
の
役
割
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
に
関
す
る
手
引
き
作
成
作
業
部
会
作
成
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j
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；－
頑
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戸
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~
二
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i品
1雇
t~
~~
極
主

j
咋
三
P
叫
叫
識

語
；
的
管
理
を
行
い
、
ケ
ア
に
つ
い
て
訪
問
看
護
師
や
ヘ
ル
パ
ー
と
i
I
 
－
一
一

」
ー・
，
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－
-
-, 
費

；
調
整
。
ま
た
、
病
院
医
師
と
連
携
し
治
療
法
の
相
談
を
行
う
:
 
I
 

病
院

1
病
気
の
進
行
に
伴
う
全
て
の
時
期
に
お
け
る
評
価
、
病
状
等
の
説
；
 幅

リ
（
医
師
、
看
護
師
、
P
T
O
T
 
S
T
、
側
、
問
、
必
要
な
機
器
の
提
示
や
変
更
等

_:
 

~
 

：－
－（
蚕
諒
而

－~
扇
面
正
白
五
五
訪
問

。
体
調
確
認
や
機

l
｜
 
詰
問
診
療
巳
盟
難
病
医
療
相
談
員
等
）

i悶
理
問
ど
の

；－
φJ
守
莞
担
苧
主
丘
？
＿
＿
目－
由叩

m
由
咽
－
目
－
－
由
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
：
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＼
ミ
司
保
健
所
：
特
定
医
療
費
（指
定
難
病
）申
請
で
の
面
談
や
家
庭
訪
間
な
ど
、
一

訪
問
看
護
｜
 

｜
 

；
個
々
の
状
況
に
合
わ
せ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
関
係

；
（理
学
療
法
士
）機
能
低
下
し
た
身
体
の
運
動
機
能
；
 
！
 一
」

｜
 
（保
健
師
）
；
機
関
と
連
携
し
て
療
養
者
や
家
族
の
総
合
的
な
支
援
を
実
施

；
の
維
持
・
改
善
を
目
的
と
し
た
運
動
機
能
訓
練
:
 
グ

」
ー
可
友
一
一
ー
し
…
ー
ー
一
一
－
－
自
問
一
一
一
四
一
一
－
-
-
－
一
一
一
一
一
一
1

1
を
実
施
。
車
い
す
の
調
整
や
装
具
の
提
案
工
；
 
グ

1・
旦
－

I
 

1
夫
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
や
く
な
る
よ
う
支
援
:
 
/
/
 

働
市
町
村

；
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
申
請
や
相
談
等

コ
「
（
手
掛
五
百
天
弓
有
面
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VI コミュ二ケーションの種類について 気持ちの伝え方・受けとり万BOOK

VI コミュニケーションの種類について
＠意思伝達を可能にするコミュニケーション機器には、 IT機器を使わない方法、 IT機器をベースに
したものがあります。

1 .コミュニケーションの種類

( 1 ) IT機器を使わない方法

文字を書く、口の動きや文字盤を使つての指さしゃ視線などを利用し、支援者が読み取ること

によって意思疎通を図ります。口文字や透明文字盤等を利用したコミュニケ－ション方法を理解

しておくことで、今後（病状が進行した際に）利用が想定される意思伝達装置の操作方法の理解

にもつながります。特に口文字や文字盤は、災害時や電源が確保できない時にとても有効です。

※「文字盤」や「口文字J習得のためのテキストやDVDの無償配布あり（P29参照）

①口文字： 口の動きの読み取りと合図で文字を綴っていく。

( C.「た」の時に瞬きする l 

0 ＊例えば『た』と言いたいとき－－－

a発信者は、口の形で母音を示す。

b.読み取り者は、その段を読み上げる

c発信者は伝えたい音の時に瞬きで合図

③透明文字盤： 50音が並んだ透明な文字盤を使い、読み手と、目と

目を合せることによって視線で文字を確定する。

②文字盤： 50音や使用頻度の高い要求項目を予め絵や文字で用意し、

指や足先、軽い棒を使って文字を指し示す。

④筆談： 文字を書いて意思を伝える。 （紙や筆談用ボードの利用）

⑤その他： コミュニケーションボードの活用。 （使用頻度の高い要求

などを、絵や文字で作成し選んでもらう）

( 2) IT機器を用いる方法 （代表的な機器を紹介）

（透明文字盤）

（筆談用ボード）

0大きく分けると、 「専用機器としてのコミュニケーション機器（CA機器）」と「パソコンやタブ
レッ卜をコミュニケーションにも利用する方法」という2種類の方法があります。

〈専用機器としてのコミュニケーション機器等〉

①呼び鈴（呼びベル、ブザー） (P29参照）

＊介護者を呼ぶ、緊急時など、ベルやブザー音により「声かけ」の役割を担う。

介護者を呼んだ後は「透明文字盤」の利用、瞬きによるYes/Noサインなどで意思を伝える

（在宅療養では必要。コミュニケーション支援をはじめるきっかけにもなる）

②携帯用会話補助装置 （携帯性を重視） ・・・ 日常生活用具給付での申請

0 『ボイスキャリー・ペチャラ』 （パシフイツクサプライ（株）） (P25参照）
＊文字盤の文字キーを押すことで文章を入力・作成し、発声キーを押すことで読み上げる。

発話による会話が困難な方が対象。メールなどはできない。 参考価格： 98,800円

－「神経筋疾患患者に苅するコミュニケーシヨン機器導入支援ガイドフ喰ツク（編集・発行：ALS患者に苅するコミュニケーション機器導入
支援体制の横証に関する研究）J (P9～）より引用
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VI コミュ二ケーションの種類について 気持ちの伝え方・受けとり方BOOK

③重度障害者用意思伝達装置・・・ 補装具費での申請 ※味付け｛スナ1）ヌイV子力t必事

※重度障害者用意思伝達装置（コミュニケーション機器等）を使用する場合、入力スイ'Y
チが必事となります。そのため、 機器導入署する前If:、どのスイVチが俸ヌるのか練習

することが重要です。・・・（入力スイyチはP21～P23参照）

0 『レッツ・チャット』 （パナソ二ツクエイジフリー（株）） (P25参照）

＊ひとつのスイッチをタイミングよく押すことによって文字を選択していく機器。文章保存、

印刷機能、呼び出しブザー、音声時計、テレビリモコン機能を内蔵。

携帯性に優れ、フリーズなどのトラブルはない。乾電池でも動くため災害時も利用可能。

参考価格： 168,000円

※レッツチヤツトは携帯性に優れており、移動中にも利用できるため、使用方法や目的、外部

スイッチなどの周辺機器の組み合わせによって、 『携帯用会話補助装置（日常生活用具給

付）』 で申請できる場合があります。詳しくは、市町村担当窓口へご確認ください。

0 『伝の心』 （（株）目立ケーイーシステムズ） (P25参照）

＊パソコンを1つのスイッチで操作できるようにするソフトウェア。
文字の入力やメールの送受信、テレビやエアコンなどのリモコン操作、ホームページの

閲覧やDVDやCDの再生等ができる。

＊ノートパソコンのため、設定やフリーズなどへの対応が必要であり、支揮者の確保（パソコ

ンについてある程度簡単な知識）が必要

参考価格：約45万円（パソコンにあらかじめインストールされた状態。パソコンは選べない）

0視線入力装置
カメラで視線（眼球の動き）をセンサーで検知して、画面上の見つめた文字やボタンを選択する。

文字入力やパソコン操作が可能 （眼球が随意に動けば利用可能）

※視線とセンサーの位置関係を適切に設置することが重要（固定用のスタンドや照明等の調整

が必要）。また、眼球の疲労が最大の課題。十分にお試しする必要がある。

＊『マイトビート15』 CT ob ii Technology社製） (P25参照）

視線検出センサーがパソコンにセッ卜された一体型のタイプ （参考価格： 139万円）

＊『miyasukuEyeConSW ~ （（株）ユニコーン） （参考価格： 450,000円）

（ノートパソコン本体、視線入力装置、意思伝達・スイッチコントロールソフト等含む）

＊『OlihimeEye』 （（株）オリィ研究所）
(Olihime Eye用PC)

＊ 『TCスキャン』 （（株）クレアクト）

（参考価格： 450,000円）

（参考価格： 450,000円）

（ノー卜ハ。ソコン、ソフトウェア、環境制御、 USBハプ等）。 身体状況に合わせてスイッチから視線入力まで
対応。視線入力には『トビ－PCEyeMini』（Tob ii Technology社製）を追加購入が可能になる

必診 ※視線入力方式による意思伝達装置は、これまでの補装具費支給制度の基準にないため特例

立二〉 補装具になる場合もあったが、 H30年度の障害者総合支援法の改正では、 修理基準に「視線

検出式入力装置（スイッチ）交換I （文字等走査入力方式）が追加。 しかし、以前からの

一体型の場合は「特例補装具｜としての支給対象になる可能性があり留意が必要

（「特例補装具Jとは：障害者総合支援法に基づく補装具の種目に該当するものであって、告示に定める名称、形式、
基本構造等によることができない補装具のこと。基準外であり、対象者の障害の現象、生活環境その他真にやむを
得ない事情により個々に判断を行う）

・各説明中で『 』で示すものは商昂名であり、各社の商標または登録商標です。

－「神経筋疾患患者に苅するコミュニケーション機器導入支援ガイドブック（編集・発行：ALS患者に対するコミュニケーション機器導入
支援体制の横証に関する研究）」（P9～）より引用
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VI コミュ二ケーションの種類について 気持ちの伝え方・受けとり方BOOK

〈パソコンやタブレヅトをコミュニケーショシにも利用する方法〉

①パソコン

これまで利用してきたパソコンを使い続けるための装置として、代替マウスや代替キーボード

を使用することでパソコンの操作が可能になります。

【マウス関連】

0 『ワンキーマウス』 （有)TY企画 (P29参照）
1つのスイッチでマウスのすべての操作が可能
0その他：トラックボール（ボール型のマウス）ジョイスティック（ジョイスティック型のマウス）

【キーボード関連】

0 『スクリーンキーボード』 マイク口ソフト（株）
スクリーンキーボードを画面上に表示しマウス操作で文字を入力する

【スイッチ1つでWindowsノてソコンの操作を支援するソフトウェア】

（＊スイッチをパソコンにつなげる専用のインターフェイスが必要）

0 『オベレートナビ』 テクノツール（株）
テンキーまたは1～5個のスイッチを使ってパソコンを操作していく

0 『ハーティーラダー』 ハーティーラダーラホ.（フリーソフト。設定から使用に関して自己責任で実施）
入力スイッチを使ってパソコン操作を支援する

パソコン操作を目的とした代替入力装置は障害者総合支援法の中では、 地域生活支援
事業の日常生活用具（情報通信支援用具） で申請できる場合があります。

※ 「情報通信支援用具」 ：各市町村により支給要件（例： 1回限りの申請、上限額、
耐周年数など）が定められているため、お住まいの市町村で確認が必要です。

ぷ込 ＊現在市販されている主なパソコン操作向けキーボード・マウス代用装置の特徴等は、

国立障害者リハビリテーシヨンセンター研究所のサイトで紹介されています。 審議http:/ I www .rehab.go.jp I ri/kaihatsu/itoh/ mouse-key-emulate.html 

②タブレット

タブレッ卜で利用できる、コミュニケ－ション支援のためのアプリケ－ションがあります。

O 『卜ーキングエイド foriPad』 （（株）ユープラス） （参考価格7,600～8,400円）

iPad用のアプリケーション。操作方法はタッチパネル式と外部入力スイッチ。
別売りで、プロテクトケース、キーガード、ワイヤレススイッチボックスS（外部スイッチ接続用）など

0その他： iOS7以降、 iPadやiPhoneのアクセシビリティにスイッチコントロール機能があり、外部ス
イッチで操作可能。外部スイッチを接続するためにはスイッチボックスが必要で、 Bluetooth接続か、
有線接続か、スイッチが何個つなげられるか、 iOS以外の対応等それぞれ特徴があり確認が必要。

ぞっ：ω
じれj rll 

アプリケーションは地域生活支援事業の日常生活用具（情報通信支援用具）で申請
できる場合があります。 (iPad本体は自費購入）

＊タブレット・スマートフォン向けのアプリケーション、スイッチボックス等は
「東京都障害者IT地域支援センター」のホームページを参照。

アプリケーション： 「スマートフォンを使った支援技術・ソフト編j
https:/ /www.tokyo-itcenter.com/600setubi/tenji-soft-1 O.html存sma-0100

スイッチ等： 「入力することを支援する技術・機器（ハード編）」
https:/ /www.tokyo-itcenter.com/600setubi/tenji-kiki-1 O.html非kiki一1〔）

・各説明中で『』で示すものは商昂名であり、各社の商標または登録商標です。

－「神経筋疾患患者に対するコミュニケーシヨン機器導入支援ガイドフwツク（編集・発行：ALS患者に対するコミュニケーション機器導入
支援体制の横証に関する研究）」（P9～）より引用

－「難病コミュニケーション支援講座（NPO法人 ICT毅朋隊）J資料参照
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VI コミュ二ケーションの種類について 気持ちの伝え方・受けとり方BOOK

2.機器選択のポイント、スイ'Yチ選択のポイント

0 「マイスイッチ：体の一部を使ってコミュ二ケーションできる私のスイッチ」
（管理者：松尾光晴（意思伝達装置レッツ・チヤツト開発者））より引用

詳細はホームページをご参照ください。 http:/ /myswitch.jp/ 

団関困

寝寄越
国民坦E

( 1 ）障害に応じた導入機器と操作方法の選択

上
肢
障
重呈

周囲へ発信するコミュニケーシヨンが困難となる理由は、一般に「身体（上肢）障害」 「言語障害」
のいずれか（または両方）が原因です。
コミュニケ－ション機器の導入を検討している方がどのエリアに該当するのか確認してください。

な
し

表1 障害に応じた導入機器と操作方法の選択 ｜ 

なし

＜第1エリア＞
（基本的に機器は不要）

コこ I
【入力方法】
入力スイッチを使う
足を使う、声を使う
【機器の特徴】

言語障害

あり （言語未習得）
お子様の場合が多い

3エリア＞ ｜＜第5エリア＞
【入力方法】手、指など ｜【入力方法】手、指など
【機器の特徴】 ｜【機器の特徴】
文章読み上げ機能 iイラストやシンボルによる意思表出
【機器の例】 ｜【機器の例】
ペチャラ、 卜ーキングエイドなどiスーパートー力一、 ビッグマックなど

ご第4エリア＞ ！＜第6エリア＞
【入力方法】 ｜【入力方法】
1つまたは2つの入力スイッチ 11つまたは2つの入力スイッチ
【機器の特徴】 ｜【機器の特徴】

文章作成機能
【機器の例】

ロ lあ
オートスキャン方式（1スイッチ）｜オートスキャン方式（1スイッチ）
ステップ入力方式（2スイッチ） ｜ステップ入力方式（2スイッチ）
【機器の例】 ｜（文字でなく、イラスト、シンボル等

オベレートナビ、
ハーティーラダ－

大型キーボードや
音声認識のできる
パソコンソフトなど

O意思伝達装置 ｜からの選択）
伝の心、オペレートナビ、 ｜【機器の例】
ハーティーラダ一、 10携帯用会話補助装置
レッツ・チヤツト など ｜ メッセージメイト、ドロップトーク（iPad)

0意思伝達装置

＊ここで、紹介する「入力スイッチによる機器操作」

レッツ・チヤツト（イラストで使用
に該当するのは、第2.4.6エリアで、具体的には

以下の疾患を持つ方が対象です。

・脳幹出血、脳梗塞、脳血栓などの脳障害の後遺症で手が不自由となった方
•ALS、パーキンソン病、多系統萎縮症、脊髄小脳変性症、筋ジストロフィーなどの神経難病の方
・脳性麻痩などで身体が不自由な方
・その他、加齢などにより、手や指先等による複数のボタンの押し分けが困難となった方

( 2）入力スイyチの種類と特徴
図2.1 入力スイッチとは 2~~1i~1問問展｜

上肢障害がある場合、身体のどこか、わずかに動く部分を用いて
機器！こ「タイミング良く」「繰り返してJ信号を入力する必要がある

コミュニケーション機器を操作スイッチは、
大きく分けて以下の2種類がある

ブッシュ型
【厚労省補禁具給付帯監 修理基準品目】

接点式入力議置（スイッチ）交強制0,000

d停．，－
u －司吾

センサー型
【厚労省補装具給付事l監 修理基準品目】

帯電式入力装置〔スイッチ）交浪 ¥40,000 
筋電式入力装置〔スイッチ）交換 ¥80,000 
光電式入力義宣〈スイッチ）交強 ¥50,000 
呼気式（吸安00入力装置（スイッチ〕交浪￥35,000
圧電泰子ヌスカ義宣伝イッチ）交換 ¥38,000 
空気圧式入力装置〈スイッチ）交強 ¥38,000 

4 

（視線後出五三え入力義謹i_(スイッチ）三ttl¥180,000〕 。2018Panasonic Age Free 
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VI コミュ二ケーションの種類について 気持ちの伝え方・受けとり万BOOK

図2.2 プッシュ型スイッチとセンサー型スイッチの特徴

入力スイッチの種類と特徴 2郡日際刷問｜

プッシュ型 センサ一型

スイッチをONに
.6.. 
わずかではあるが、押

触れるだけ、近づけるだけ

するための力 すための力が必要
。など力がほぼ不要のもの

× が多い、惑度調節も可

スイッチを押した
＠ 
ほとんどのものでク 押した感触のないものが

ときの惑触 リック感あり
× 
多い

設置、設定の 。大きな動きで操作する 極めて微妙な動きを惑知

しやすさ ので比較的容易
.6.. するので難しいものが多
し、

電源 ＠ 基本的仁不要 .6.. 
電池またはコンセントが

必要

.6.. 
価格 。比較的安価 比較的高額

× 

できるだけ、プッシュ裂を利用して、
力が弱くなるに従い、センサー裂を検討することが望ましい

。2018Panasonic Age Free 5 
図2.3 入力スイッチの考え方

入力スイッチの考え方 2~~諸問雌縮

聞入力スイッチの目的
患者が、身体で確実に動く部分にスイッチを備え、
スイッチの入／切の操作を行うことでコールや
コミュニケーション装置を使う。

・入力スイッチの選択・設置のポイント
1.確実に使用できる部位・動作を利用する
2.設置が簡単である
3.環境の変化に対応できるように設置する
4.誤動作に対する配慮をする
5.本人が動作確認をできる
6.使用感が良い
7.症状の変化に素早く対応できる

。2018Panasonic Age-Free 6 

図2.4 身体の動く部分と対応する入力スイッチの例

Ii_ 身体の動く部分を探すことから始める！富山品開
頭：スイッチを押す〈ビッグスイッチなど）
おで乙 ：先セシサで検知（ピンタッチスイッチなど）

しわで検知｛ピ工ソセシサースイVチなど〉

ほほ：セシザに融れる
〈ホツベタッチスイッチ丁、
ポイ〉トタvチスイッチなど〉

ひじ：スイッチを押す
（三五エリーピー〉スイッチ、 " 
ビッグスイッチなど〉

ひざ：スイッチを押す
｛ビッグスイッチなど）

目：まばたきを検知
（ピ工ソ、セ〉ザースイッチ、
先ファイJ(ースイッチなど）

手、指：

ロ：舌でセ〉サにふれる
（ポイ〉トタッチスイッチ、
ピシタッチスイッチなど】
息を吹きかける
（呼気スイvチなど）

手のひらで押す〈ヲエリーピー〉スイVチなど）
親指で押す〈ナースコール型スイッチ、

フィルムケーススイッチ、
フイ〉ガースイッチなど〉

四肢で握る（スペックスイッチ、プラケース
スイッチ、マイクロライトスイVチ、
フィ〉ガースイvチなど）

ひもを引く（ストリ〉クスイvチなど〉
わずかな動きを検知【工アバッグセ〉廿ースイッチ

など）

。2018Panasoni.c Age-Free 7 
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図2.5 指で操作する場合の「指先の力と震えの有無Jと適している入力スイッチの例

（ 指で操作するスイジヂ！ま「押すカ』と「震えJを考慮 出店長刷機織｜

手、指のスイッチを押す力

なし あり

ALSなど （一般的なスイッチの
（スイッチの例） 多くが適合可能）

なし
PPSスイッテ、ピンタッチスイツ

チ、ポイントタッチスイッチなど （スイッチの例）

きわめて弱い力で操作できるも ジエリーピーンスイッチ、スペック
のが求められる スイッチなど

手、指の
震え 難病の末期、意識障害など CP、SCD、MSAなど

（導入困難） （スイッチの例）

トリガースイッテ、ミニカッブスイツ
あり （スイッテの例） チ、スペックスイッチなど手の中
センサータイプのPPSスイッチ に納まる小型のスイッチ
の感度調整、震えキャンセル 少し押す力が必要なものが良い
機能等で対応

注）上記スイッチの例は一般的なものであり、必ずしも当てはまるわけではない。
脳幹出血の後遺症などでは状況が異なるため、個別に上記表で、どの状態に
該当するかを検討する必要あり。

8 。2018Panasonic AgιFree 

( 3 ）スイyチ適合事例（一部抜粋）

No.12 筋萎縮性側索硬化症（ALS)

スイッチの種類｜既製品

iピエゾニューマチックセンサース
スイッチの名称 ｜

lイッチ（PPSスイッチ）

害障一の
一位

一勢

一所

一器

者

一部

一姿

一場

一機

用
一
用
一
用
一
用
一
用

ず
末
叶
一
干
末
叶
一
干
末
1

－f末叶
一
平
太
叶

スイッチの
補足説明

筋萎縮性側索硬化症

手のひら

仰臥位

自宅

レツツ・チャット、呼び出しブザー

手の指がわずかに動くことから PPSスイッチのエアバッグセンサーを手のひら
の下に敷いて、動く部位で入力スイッチを押してもらった。
動きの変化はわずかだが、センサーの感度を調整することで適切に押すことが
出来た。動画は、 「中指、薬指」に注目して見てください。
「こんなわずかな動きでもスイッチ操作ができる」という良い例です。

※意思伝達装置用スイッチの適合事例については動画もありますので、 「マイスイッチ」のホームページを
ご参照ください。

守位以
じ刊 rf} 

＜意思伝達装置用スイッチ＞

※入力スイッチは様々なものがあります。現在市販されている主なスイッチ

（入力装置）と、特徴等は、国立障害者リハビリテーションセンター研究

所のサイトで紹介されています。検索機能もあります。

http:/ /www.rehab.go岡jpI ri/kaiha tsu/itoh/ com-sw .html 
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VI コミュニケーションの種類について
3.コミュニケーショシ機器のレンタル等について

難病相談支援センター アンビシャスの機器貸出事業（意思伝達装置・各種スイッチ一覧）、

機器の無料貸し出しがあります。

・貸出期間はいずれも、貸出日～返却日を含めて 1ヶ月内となっております。

・基本的には障害の 補装具 や 日常生活器具の給付の行政サービスで機器の購入して

もらいますが、どんな機器なのか、「お試し」を目的としたサービスとなっています。

・貸出をご希望の場合、在庫状況を事前にご確認ください。

田無償レンタル希望者は、来所してもらい、利用者氏名、疾患名、貸し出し者氏名、連絡先など

を申込み時に記載して手続きします。返却時も来所をお願いします。（離島の場合、郵送とな

りますが、双方元払いとさせて頂きます）

・まれに、貸出部品等の紛失があります。その際には、実費精算をお願いいたします。

・機器の一覧はインターネットからも閲覧可能です。

http://www.ambitious.or.jp/ 支援→貸出事業意思伝達装置・各種スイッチ一覧

または、検索サイトから “アンビシャス 沖縄”で検索ください。

・住所：干900-0013 那覇市牧志 3-24-29グレイスハイム喜納 2-1階

・相談受付時間 月～金曜日 10:00～17:00 （土目、祝日、年末年始を除く）

・電話番号 098-951-0567 

回忌蛍回

図画轟師

・車での来所方法。国道 330号線（ひめゆり通り）を与儀十字路から栄町交差点の途中に左に

ファミリーマー卜がありますD そこの交差点（ひめゆり橋交差点）を左に曲がり、国際通りに

向かつて行きます。

そこはモノレールのレール沿いになっています。約 100m行くと、電力の変電所や山月（食品

サンプル屋さん）を左に曲がります。ずーと行くと、（ファミリーマー卜の裏になる）突き当

りに、マンションがいくつかありますが、 その 1つ「グレイスハイム 2Jです。アンビシャ

ス事務局は「アンビシャスJの「のぼり」が立っています。

． 
一～三竺公園
f m警察
3 
3 
0 
号

モノレール路線
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貸出事業 意思伝達装置・各種スイッチ一覧

アンビシャスのサービスで、機器の無料貸し出しがあります。
貸出期間はいずれも、貸出日～返却日を含めて1ヶ月内となっております。

このサービスは、基本的に難病の方が機器を購入される前に、どんな機器なのか「お試し」を目的とております。
無償貸し出し希望者は、来所していただき、連絡先など申込み用紙に記載していただき、使用方法を確認していただきます。
ただし、離島等で来所困難な方は郵送システムをご利用いただけます。送料は復路のご負担をお願いしております。
まれに、貸出部品等の紛失があります。その際には、実費精算をお願いいたします。

※基本的には難病支援サービスですが、難病以外や沖縄県外の方で機器のお試しをご検討される方は一度アンビシャスまでお問合せくださ
い。

もし、不要になった機器で他の方に活用できそうな機器がありましたら、 アンビシャスにご連絡ください。
有効に活用させていただきます。
認定ＮＰＯ法人アンビシャス
電話：098-951-0567

2021/010 /12 現在

物品の種類 機器名称 個数 貸出状況

日常生活器具として購入可能
iPad「指伝話」セット

会社オフィス結アジア
https://yubidenwa.jp/

1
セッ
ト

貸出可能か確認をしてく
ださい。
AWWA（米国福祉事業協
会）の支援を受け2021年

9月 購入 ×1セット
 

貸出物品一覧と貸出状況

ポータブル蓄電池など非常時電源装置関連はこちらから

各種機器

2025/11/21 16:24 貸出事業 意思伝達装置・各種スイッチ一覧 | 沖縄 難病 相談 支援│認定NPO法人 アンビシャス
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テレビリモコン
レッツ・リモコン AD
（入力補助タイプ）

パナソニック エイジフリー株式会社

１台
貸出可能か確認をしてく
ださい。

なんでもワイヤレス
（iPhone、iPad、Android等のスイッチコ
ントロール用）

　　テクノツール株式会社

１台
貸出可能か確認をしてく
ださい。

  吸引器関連は別のページ紹介しています。ここをクリック    

       

パルスオキシメータ １台
 貸出可能か確認をしてく
ださい。

呼び出し用チャイム

ホームセンター等で販売されている玄関用チャイムを改造した製
品

3台

貸出可能か確認をしてく
ださい。
改造についても実費程度
で承ります。

上肢サポーターＭＯＭＯ
（貸出しは左手用のみ）

特徴
・水平動作：
腕の重みを受け止め、わずかな力で腕を動
かしやすくなります。
・上下動作：
肘を曲げて口元や頭部に手を近づけるよう
な動作がしやすくなります。
 
主な利用者
・ALS、パーキンソン病、筋ジストロ
フィー等神経・筋肉系疾患の方
・三角筋のMMT（徒手筋力テスト）評価
が“2+未満”の方

＊購入は左右どちらもございます。
補装具の支給対象品（331,870円）2021年10月現在
テクノツール株式会社

 

１台

貸出可能か確認をしてく
ださい。
※貸出しは左手用のみと
なります。

 
AWWA（米国福祉事業協
会）寄贈品
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上肢サポーターＭＯＭＯプライム
（貸出しは右手用のみ）

特徴
・水平動作：
腕の重みを軽減し、わずかな力で腕を動か
しやすくなります。
・上下動作
三角筋を使った、肘を持ち上げるような動
作がしやすくなります。

 
主な利用者
・頸髄損傷（C4～C6レベル）の患者の方
・一部の神経・筋肉系疾患の患者の方
・三角筋のMMT（徒手筋力テスト）評価
が“ 2+以上 ”の方
　※ある程度自力で腕の高さを保持できる
方

＊販売は左右どちらもございます。
補装具の支給対象品（371,800円）2021年10月現在
テクノツール株式会社

１台

貸出可能か確認をしてく
ださい。
※貸出しは右手用のみと
なります。

AWWA（米国福祉事業協
会）寄贈品

 
 

スイッチ補助具 オスッチN

商品説明
●押しボタン式ナースコールに設置（プラ
グ確認不要）し、検知すると駆動部がナー
スコールのボタンを押して通報します。

WEB価格
¥20,000(税抜き) [¥22,000(税込み)]

希望小売価格/参考価格
¥20,000(税抜き) [¥22,000(税込み)]
松吉医科器械株式会社（英表記　Matsuyoshi & Co., Ltd.）
https://www.matsuyoshi.co.jp/item/00883271/

1台  

物品の種類 機器名称
個
数

貸出状況

意思伝達装置
トーキングエイド

トーキングエイド for iPad
(プロテクトケース、キーガード、ワイヤレ
ススイッチボックス) 

沖縄国際婦人クラブ（OIWC）からの寄贈
品

 1
台

貸出可能か確認をしてください。

（沖縄県での交付実績は無いため、支給対象について
は、お住まいの役所にお問合せください。平成３０年９
月現在）

意思伝達装置
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意思伝達装置
ファイン・チャット

（レッツチャットの後継機）

ファイン・チャット
（レッツチャットの後継機）

アクセスエール株式会社
https://accessyell.co.jp/

2
台

貸出可能か確認をしてください。

AWWA（米国福祉事業協会）の支援を受け2021年9月 購
入 ×2台
（レッツチャット生産完了に伴い後継機として）

意思伝達装置
レッツ・チャット

※2019年7月に生産終了とな
り、

「ファインチャット」購入前の練
習用として貸し出します。

 

レッツ・チャット

パナソニック エイジフリー株式会社

5
台

貸出可能か確認をしてください。

患者家族より寄贈　 　　　×3台
メーカーより寄贈　　　　　 ×１台
米国婦人福祉協会寄贈　×１台
※2019年7月に生産終了となっております。
「ファインチャット」購入前の練習用として貸し出し
ます。

 意思伝達装置
（視線入力も可能）

伝の心

伝の心(でんのしん）

株式会社日立ケーイーシステムズ

2
台

貸出可能か確認をしてください。

患者家族より寄贈　　　　 ×１台
米国婦人福祉協会寄贈　×１台

意思伝達装置
（視線入力も可）

マイトビー

マイトビー

株式会社クレアクト

1
台

貸出可能か確認をしてください。

クラウド・ファンディングにて購入支援品
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意思伝達装置
（視線入力も可）

miyasuku

miyasuku（ミヤスク）

 

1
台

 

意思伝達装置
ボイスキャリーペチャラ

対象者
（1）発声・発話によるコミュニ
ケーションが困難な方
（2）脳性麻痺の方
（3）脳血管障がいによる構音障が
いのある方
（4）神経疾患の方
（5）自閉症の方
（6）その他の言語障がいのある方
 

ペチャラ

製品の特長
●文字盤の文字キーを押すことで文章を入
力・作成します。
●入力した文章は発声キーを押すことで読
上げます。
●発話による会話が困難な方にご使用いた
だく製品です。

1
台

貸出可能か確認をしてください。

 

入力方式 物品の種類 機器名称
個
数

操作部位

接点入力式 

マイクロライト
スイッチ

参考価格15,840円（2021.9月現在）
パシフィックサプライ

1
指
※操作に必要な力：約10g

ミニカップ
スイッチ

 

パシフィックサプライ

 1
指
※操作に必要な力：約130g
2017年6月に販売終了となっております。

各種スイッチ貸出し一覧
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ジェリービーン
スイッチ

ビッグスイッチツイス
ト

参考価格10,175円（2021.9月現在）
パシフィックサプライ

1

・頭部
・指
・手掌
・腕
・足
※操作に必要な力：約150g

 

フィルムケーススイッ
チ

参考価格　1，000円
電子工作キット:723円（税込）

1

指
サイズ：フィルムケース（直径約30×高50
mm）
ケーブル長：約1.5m
外部コネクタ：3.5mmミニプラグ

フレックス
スイッチ

 

パシフィックサプライ

 1

・頭部
・手掌
・腕
・足
※操作に必要な力：約180g
2017年6月に販売終了となっております。

シンプル　　スイッチ

 

参考価格4,950円（2021.9月現在）

 1
指、手掌
※操作に必要な力：約80g
　センター部　約160g

接点入力式 
プラケース　スイッチ
操作力軽減薄型タイプ

参考価格\2,160
有限会社ティーワイ企画

1

指
※操作に必要な力
　中央部分：約15g ～ 約25g
　操作端部分：約10g ～ 約15g

帯電式入力

ポイントタッチ
スイッチ

 

参考価格39,076 円(2021.9月現在）
パシフィックサプライ

 1
・頬
・指
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http://www.p-supply.co.jp/products/251
http://www.p-supply.co.jp/products/251
https://www.p-supply.co.jp/products/254
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http://www.escor.co.jp/products/products_item_E_kit.html
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http://www.escor.co.jp/products/products_item_E_kit.html
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http://toksoamor.com/
http://toksoamor.com/
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https://www.p-supply.co.jp/products/254
http://ty-plan.com/03_fukushi/06_switch/psw-all.htm
http://ty-plan.com/03_fukushi/06_switch/psw-all.htm
http://toksoamor.com/
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ピンタッチ
スイッチ

 

参考価格51,299 円(2021.9月現在）
パシフィックサプライ

 1
・頬
・指

フレキタッチ
スイッチ

 

参考価格11,000円(2021.9月現在）
徳器技研工業株式会社

 1
・頬
・指

筋電式入力
 オデコン

（COC-1）

 

参考価格37,800円(2021.9月現在）
テクノスジャパン

 1
・額
・眉

光電式入力
ファイバー
スイッチ

 

参考価格67,048 円(2021.9月現在）
パシフィックサプライ株式会社

 1

・額
・眉
・頬
・唇
・舌
・指

呼気式（吸気式）入
力

ブレスマイク
スイッチ

 

参考価格40,962 円(2021.9月現在）
パシフィックサプライ株式会社

 1 呼気　発生

圧電素子式入力

 ピエゾセンサー
スイッチ

（エアバックセン
サー）

 

参考価格44,000 円(2021.9月現在）
パシフィックサプライ株式会社

3
・額
・頬
・指
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https://www.p-supply.co.jp/products/326
https://www.p-supply.co.jp/products/326
https://www.p-supply.co.jp/products/326
https://www.p-supply.co.jp/products/204
https://www.p-supply.co.jp/products/326
http://www.tokso.net/switch3.htm#hoppetouch_switchT
http://www.tokso.net/switch3.htm#hoppetouch_switchT
https://www.p-supply.co.jp/products/326
http://www.tokso.net/switch3.htm#hoppetouch_switchT
https://www.p-supply.co.jp/products/204
http://www.tokso.net/switch3.htm#hoppetouch_switchT
https://www.p-supply.co.jp/products/326
http://www.tokso.net/switch3.htm#hoppetouch_switchT
https://www.p-supply.co.jp/products/204
http://www.p-supply.co.jp/products/201
http://www.p-supply.co.jp/products/201
http://www.p-supply.co.jp/products/201
https://www.p-supply.co.jp/products/204
http://www.p-supply.co.jp/products/201
https://www.p-supply.co.jp/products/203
https://www.p-supply.co.jp/products/203
https://www.p-supply.co.jp/products/203
https://www.p-supply.co.jp/products/204
https://www.p-supply.co.jp/products/203
https://www.p-supply.co.jp/products/196
https://www.p-supply.co.jp/products/196
https://www.p-supply.co.jp/products/196
https://www.p-supply.co.jp/products/204
https://www.p-supply.co.jp/products/196
https://www.ambitious.or.jp/
javascript:void(0)


空気圧式入力
ディプススポンジセン

サー
スイッチ

 

参考価格4,400 円(2021.9月現在）
パシフィックサプライ株式会社

1 指

その他パソコン操作 ワンキーマウス

参考価格8,800 円(2021.9月現在）
有限会社ティーワイ企画

1

対　応　OS ：
Windows98、2000、Me、Xp、
Vista、7(64bit含む)
MacOS9、?Ver.10.6（SnowLeopard）

意思伝達装置を無償貸し出しする際に、各種スイッチについては、別途ご用意していますので、利用者に合わせて、各種スイッチをご選択くだ
さい。
※自作・貸し出し品を使用することで、直接的、間接的、精神的な損害が生じたとしても、一切の責任は負いません。
あくまでも、自己責任でご利用ください。



〒900-0013
沖縄県那覇市牧志3丁目24番29号グレイスハイム喜納2　1階

TEL：098-951-0567　FAX：098-951-0565

Copyright©2002 NPO Corporation Ambitious. All Rights Reserved.
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VII コミュニケーション機器の申請方法（制度の紹介）

1.コミュニケーション支援機器に関する公的支媛制度

0コミュニケーション機器（スイッチ等）をお試しして使用できるとなった場合、機器を導入します。
導入する場合は、障害者総合支援法に基づく公的支援制度として、 『日常宇佐活用具給付（地域生活支

援事業）』又は『補装具費支給制度』があります。障害の状況、機器の種類等によって利用できる制

度が異なるため、療養者の住民票のある市町村の窓口での相談が必要です。

f首長炉原聞生時F間 管川可細菌県費支給僧時 聯繋J
L・ti ・, .. ~＼~~主主訟：l地域；生活支援事；）~ Jー今通t￥.~•｝釦怠（購金;g{（相匂里~＂~＇指針予測す地幽

実施主体 市町村 国

機器の
種類

情報・意思疎通支援用具
重度障害者用意思伝達装置

携帯用会話補助装置 ；情報・通信支援用具

（携帯式で、ことばを音；（障害者向けのハ。－！，ナルコンIO伝の心 l 
声文は文章に変換する機；ビュータ周辺機器やアフ 1）ケーショl i※周辺機器として、入力スイッチ、I (P19、25参照） ｜ 
能を有する） ；ンソウ卜など） I I 固定具、呼び鈴等も含めて補
Oボイスキャリ－ ；。代替用マウスなど 10レツツチヤツ卜 ｜ 装具費支給制度（修理）が利用
ペチャラ ； 伊20,29参照） I (P19,25参照） J できる場合あり
(P18、25参照） ~ I 

；※各市町村により支給要 10視線入力装置 (P19、25参照）

0音声－言語機能障害、

件（例： 1回限りの申請l
I H30年度の法改正で、修理基準に「視線検出式入力上限額、年齢など）が lI 装置（スイッチ）変換｜が追加内しかし、一体型の

定められているため、 I I 場合は特例補装具の支給対象になる可能性あり
確認が必要 I 

0身体障害者手帳の交付を受けた方
肢体不自由のいずれか；0上肢機能障害文は

対象と lで、発声・発語に著し； 視覚障害2級以上
中 lい障害を有する者

なる障害1

重度の両上下肢、音声－言語機能障害者

O難病患者等（※2)
音声－言語機能障害及び神経－筋疾患

0日常生活用具を必要とする障害者、障害児、
難病患者等（※2)

＊医師の診断書、文は特定医療費（指定難病）
受給者証の提出が必要な場合あり

0市町村へ申請（事前申請）
市町村の判断により決定 O市町村ヘ申請（事前申請）

申請等 I＊自己負担：基本的に基準額の1割負担
重度障害者用意思伝達装置は身体障害者更生
相談所で判定となる

※市町村によって申請手続や給付の上限額、品目 h自己負担：基本的に基準額の1割負担自己負担額などが異なるため確認が必要

（※ 1 ）障害者総合支援法の改正により、平成30年4月から従来の補装具費の「購入・修理Jに加え
『借受け』も補装具費の支給対象となりました。

（※2）【難病患者等における日常生活用具給付事業及び補装具の取り扱いについて】

＊平成25年度からは障害者総合支援法により、障害者手帳の有無にかかわらず、難病患者等

（政令で定める疾病に該当）も日常生活用具給付事業及び補装具費支給の対象となりました。

O重度障害者用意思伝達装置の基本要件（対象〉は、
「重度の両上下肢及び音声・言語機能の障害により意思の表出を行うことができない者」です。

しかし、筋萎縮性側索硬化症等の進行性疾患においては、判定時の身体状況が必ずしも支給要件

に達していない場合であっても、急速な進行により支給要件を満たすことが確実と判断された場

合には、早期支給を行うように配慮する必要があるとなっています。

「政令で定める疾病」 ：障害者総合支援法の対象疾病 （難病等）
http:/ I www .mhlw.go_jp/ stf I sisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/ shougaishahukushi/hani/ 

「急速な進行」とは： 「重度の両上下肢及び音声・言語機能障害者」又はそれに近い状態になると、

専門医 （脳神経内科医等〉が診断した場合

（※2) 補装具費支給事務ガイドフ、、ツク（平成30年3月公益財団法人テクノ工イド協会）より一部引用

重度障害者用意思伝達装置導入ガイドライン（日本リハビリテーション工学協会）より一部引用

-30-
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2.市町村申請窓口（日常生活用具給付・補装具費の支給）

留揺磁Z 藤野鶴ロ~；溜理制 経盤整準語
浦添市役所 障がい福祉課支援給付係 098-876-1234 
糸満市役所 社会福祉課障害福祉係 098-840-8130 
豊見城市役所 障がい・長寿課 098-850-5320 
南城市役所 生きがい推進課 098-917-5341 
西原町役場 健康支援課障害支援係 098-954-5013 
与那原町役場 福祉課 098-945-1525 
南風原町役場 保健福祉課障がい者福祉班 098-889-4416 
八重瀬町役場 社会福祉課 098-998-9598 
久米島町役場 福祉課 098-985-7124 
渡嘉敷村役場 民生課 098-987-2322 
座間味村役場 総務 ・福祉課福祉班 098-987-2311 
粟国村役場 民生課 098-988-2017 
渡名喜村役場 民生課 098-989-2317 
南大東村役場 福祉民生課 09802-2-2036 
北大東村役場 福祉衛生課 09802-3-4055 

3.日常生活用具給付（携帯用会話補助装置等）の流れ（フロー図） （※l) 
〈※機委審議事入について本人・家族の受！？入れができている場合〉

〈例：『ペチャラ』（日常生活用具）給付までのながれ〉

療養者がまず操作できるか確認

デモ機を使用してみる

＊機器のレンタルについては2生こ~ページ参照

申し込み I 使用可能であれば居住地の市町村で申請する

【療養者→市町村】 j （取扱業者に見積書の作成が必要）

置 ＊身体障害者手帳または医師の診断書が必要な場合あり
置 （難病患者等の場合、特定医療費（指定難病）受給者証が必要）

量 ＊必要書類は、お住まいの市町村役場へお問い合わせください

給付券を送付 I 市町村から決定通知とともに「日常生活用具給付券」を
【市町村→療養者】 j 療養者宅ヘ送（寸（給付券に自己負担額の記載あり）

日常生活用具の j 療養蓄は事業者へ給付券を提出

給付 I 製昆を受け取り自己負担額を支払う

Ci•塞翠置翠．． 
【日常生活用具種目の参考例（情報・意思疎通支援用異のみ抜粋）】

「障害者自立支援法第n条第1項第2雪の規定に基づき厚生労働大臣が定める日常生活上の便宜を図るための用異
（厚生労働省告示第529雪）」

種目 性能等
（※） （※） 
基準額（円） 耐用年数

携帯用会話補助装置
携帯式で言葉を音声文は文章に変換する機 98 800 5 

情報・意思疎通 能を有し障害児者が容易に使用できるもの （※） （※） 

支援用具
情報・通信支援用具

障害者向けのパーソナルコンビュータの周辺 100 000 
（※） 

機器及び、アプリケーションソフト （※） 

〈※？金支家〉市町村が行う事業のため、給付内容や給付条件、基準額、耐周年数、申請回数等が市町村に
よって異なります。詳しくは、お住まいの市町村へご確認ください

（※1) 「有限会社ハート義阪Jの資料を一部改変 -31-
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4.補装具費（重度障害者用意思伝達装置）支給の流れ（フロー図） （※1) 

〈※機務返事入について、本人検家族の受け入れができている場合〉

※ 
申
圭圭
百円

J思

見

療養者がまず操作できるか確認

ヌイツ子操任、デモ機の練習をする

＊スイッチや機器等のレンタルは2生こ2-Rページ参照

－使用可能であれば居住地の市町村で申請（書類半｜胞の場舎）

・補装具費支給意見書作成→指宗戻筈に依頼
（※「補装具費支給事務取扱指針について（障発0323第31雪H30.3.23）」の別表2参照）

＊身体障害者手帳、または難病患者等の場合、特定
医療費（指定難病）受給者証が必要

書 I 麗 ＊必要書類については、お住まいの市町村役場へ
作 I • お問い合わせください。与ページ参照

き ； 判定依頼 I 
I j市町村は調査票を作成し、判定依頼書を身体障害者更生相

か I 【市町村→更生相談所】 j -

1-:J ) ,...... 
決 六 ! ,,,.. 

I j・実態調査（身体障害者室生相談所による調査）、l I 判定 I 
I j・調査内容→文字入力をしてコミュニケーション可能かなど確認扇 j【更生相談所→市町村】 j 土

ま I j・判定化果を市町村ヘ通知 ＊動画があると判定しやすい

で
約
2 

3 
ヶ
月
か
か
る

支給券を送付

【市町村→療養者】

契約等

【療養者→業者】

適合判定

【更生相談所】

補装具費の

支給

－決定通知とともに補装具費支給券等を療養者宅等へ送（寸

（支給券に自己負担額の記載あり）

・療養者は補装具費支給券等を業者ヘ提出し契約を行こい、スイッチや I 
機器の発注、調整を行う I 
－苓 一…一一

qロ』に、使用可能か状況確認（身体障害者更生相談所による判定）

・療養者は納昂～適合判定終プ後、業者ヘ自己負担分を支払い、

市町村は業者に補装具費を払う（代理受領の場合）

※申請から給付まで期聞がかかるため、スイッチやテモ機器等を使用しておくことが必要です。
※伝の心等の機器の使用で‘は、周りの協力者が必要です。
（電源やUSBなど‘の機器の接続チェック、パソコンについてある程度簡単な知識があるなど）

am署霊園・
0重度障害者用意思伝達装置導入ガイドライン（日本リハビリテーション工学協会）Q&Aより

Q7: 「意思伝達装置」と、 「携帯用会話補助装置」の両者の申請をすることはできますか？

A7：意思伝達装置と携帯用会話補助装置は異なる目的で利用される場合、検討することは可能です。

おそらく携帯用会話補助装置として「レッツ・チヤツト」を想定していると思われますが、それ

ぞれの制度でともに同じ装置を支給することはできませんので、この場合、補装具費では対象外

となります。

外出時に使う会話補助装置として「レツツ・チヤツト」を日常生活用具にて、在宅等ではインタ

ーネット等も使うことを目的として「オベレートナビj等を意思伝達装置として支給することは、

状況を確認して、身体障害者更生相談所の判断になります。

（※1) 「有限会社ハート義肢」の資料を一部改変
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¢ 園置園

四

種目 名称 基本構造 付属品 価格（円）
耐用

備考
年数

意思伝達機能を有するソフト
ひらがな等の文字綴り選択による文章の表示や

プリンタ 発声、要求項目やシンボル等の選択による伝言
ウェアが組み込まれた専用機

身体の障害の状況により、 の表示や発声等を行うソフトウェアが組み込まれ
器であること。文字盤又はシ

その他の付属品を必要とす 143 000 た専用機器及びプリンタとして構成されたもの。
ンボル等の選択による意思の

る場合は、修理基準の表に その他、障害に応じた付属品を修理基準の中か

文
表示等の機能を有する簡易 掲げるものを付属品とする ら加えて加算することができること

重 なもの

度
十Fι『

担・t，唱帽” 絹..............＂＇”噌時 岡崎 副院” ” ‘”‘’“ ’‘R ．，凋時同院 ”， ....時刻時 ~ ’・ .調M ’悦. ＇幡淘＇担院，v．，凋崎”‘’・R令.
等 1つの機器操作に関する要求項目を、インタ

障 簡易な環境制御機能 フェースを通して機器に送信することで、当該機器
宝Eコ 走 が付加されたもの

上と同じ 191 000 を自ら操作できるソフトウェアをハードウェアに組み
者 査 込んでいるものであること
入 ・4訓陣’M -・.同副島，.....・.・a・M・‘’耽..... "' －・時・.....剖時＊，命噌‘訓肱ー.....－命 困凶 加・4 .., ..百回 担・＇－・.....‘’.，，陀・.4品加悦’M 

用
力 5 複数の機器操作に関する要求項目を、インタz思主ユ 高度な環境制御機能 遠隔制御装置 フェースを通して機器に送信することで、当該機

s田立』、 方 が付加されたもの その他は上と同じ 器を自ら操作することがで、きるソフトウェアをハード

伝 式 ウェアに組み込んでいるもので、あること
” 骨骨 羽降 v・，... ー・ 褐褐担眠，v ，， ー’‘＊噌司R‘. 凋＇p・s- 令’ 局時 副院，帆‘’咽噌 揖丙 －，『＇-訓同 3・ι，.喝岡’ A両曹民’.噛ゆ喝’.，・‘”.. ・4’b 両両

達 450 000 文章表示欄が多く、定型旬、各種設定等の機能

装 通信機能が付加され 遠隔制御装置
が豊富な特徴を持ち、生成した伝言を、メール等

置 たもの その他は上と同じ
を用いて、遠隔地の相手に対して伝達することが
できる専用ソフトウェアをハードウェアに組み込んで、
いるものであること
訓民"" ..... 訓・t.........調民，＂＂＇・・温怖 羽・4・e ，吻 凋院 副院. ・.a陥 却陣官・＇＂4時調・t - ・・・.. 民-・崎V 柑刊..  民B・，....且崎ーK ..... 

生
方体 生体信号の検出装置及び プリンタ及び遠隔制御 450 000 

生体現象（脳波や脳の血流量）を利用して「はい・
式現 解析装置 装置を除き上と同じ いいえ」を判定するものであること
象

【補装具種目の参考例（重度障害者用意思伝達装置のみ抜粋）】

（「補装具の種目、購入等に要する費用の額の算定等に関する基準（平成18年9月29日厚生労働省告示第528号）J) 

＜購入基準＞

種目 名称 基本構造 付属品 価格（円）

重 文 意思伝達機能を有するソフトウェアが組み込ま プリンタ
度 十.，.....『 れた専用機器であること。文字盤文はシンボ 身体の障害の状況により、その他の付属品を必 3 570 障 等 ル等の選択による意思の表示等の機能を有 要とする場合は、修理基準の表に掲げるものを
量広司三 走 する簡易なもの 付属品とする
者 査
用 入 簡易な環境制御機能が付加されたもの 上と閉じ 4 770 
z思°'-
力

高度な環境制御機能が付加されたもの 遠隔制御装置。その他は上と同じ思 方 11 250 
伝 式 通信機能が付加されたもの 遠隔制御装置。その他は上と同じ
達
装 方現生

生体信号の検出装置及び解析装置
プリンタ及び遠隔制御装置を除き

11 250 
置 式象体 上と同じ

＜借受け基準＞

＜修理基準＞
購入基準

（円）

50 000 

30,000 I＊固定台は意思伝達装置の本体を使用場所に本人が
50.820 I見やすいよう固定する

30,000 

20,0001 ＊呼び鈴分岐装置：意思伝達装置を操作する入力装置
33.600 Iで、呼び鈴も操作できる
10.000 I＊押しホ．タンスイッチのように荷重をかけて操作

40,0001 ＊タッチセンサ式。荷重をかける必要がない

80.0001 ＊腕や顎等の大きな筋肉が収縮する時の筋電を検知
50,0001 ＊対象物に光をあてて反射の強さを検知
35.0001 ＊チュープやストローを通して呼気圧（吸気圧）を検知
38,0001 ＊ピエソ．素子がたわんだ瞬間、検知する（手足や顔等）
38,0001 ＊工アハ．ツゲを押し空気圧の変化を検知

180,0001 ＊視線の動きをカメラ（センサ）でとらえる

21 000 

備考修理部位

本体修理

固定台（アーム式またはテーブル置き式）交換

固定台（自立スタンド式）交換

入力装置固定具交換

呼び鈴交換

呼び鈴分岐装置交換

接点式入力装置（スイッチ）交換

帯電式入力装置（スイッチ）交換

筋電式入力装置（スイッチ）交換

光電式入力装置（スイッチ）交換

呼気式（吸気式）入力装置（スイッチ）交換

圧電素子式入力装置（スイッチ）交換

空気圧式入力装置（スイッチ）交換

視線検出式入力装置（スイッチ）交換

遠隔制御装置交換

種目

重

度

障

害

者

用

意

思

伝

達

装

置
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〈参者資料③〉

O多職種連携のために（1)

【資料】相談支援機関一覧表（記入用紙の例）

各患者が利用している各種のサービスや相談先をまとめておくと、問い合わせ先が明確になるとと

もに、不足の確認もできます。関係機関で共有しておくと、他機関との連携が取りやすくなります。

名称

・医療

主治医

MS  W ・医事相談

かかりつけ医

・介護保険サービス

ケアマネジャー

訪問看護

訪問リハ

訪問介護

福祉用具貸与

．コミュニケ｝ション機器

販売店

I Tサポートセンター

．その他

難病相談支援センター

日本AL S協会・支部

患者会

・行政手続き

保健所（難病医療）

障害福祉課（障害福祉）

更生相談所（補装具）

高齢福祉課（介護保険）

相談支援機関一覧表

患者氏名（

対応・相談する主な内容 連絡先

’曙国司回 目．

※空欄には、例示以外に各地の実情に合わせて必要なものを追加するとよいでしょう。

－「神経筋疾患患者に刻するコミュニケーション機器導入支援ガイドブック（編集・発行：ALS患者に苅するコミュニケーション機器導入
支援体制の横証に関する研究）」（PS）より引用）
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〈参者資料④〉

O多職種連携のために（2)

【資料】コミュニケーション支援カルテ（項目・記入例）

カルテや看護記録にそれぞれ記録される支援内容を、以下のような共通シートにまとめておくと、

これまでの経過を関係者で共有できます。各機関の状況に合わせて工夫するとよいでしょう。

コミュニケーション支援カルテ

氏名 （昭・平 年 月 生口H 性別（男・女）

【チェックリスト】

項目
状況（変更があれば、当該箆所に斜線を引き、

確認日 確認者
新たに記入すること。）

同居

家族構成・支援の可能性 近隣別居：

（※主たる支援者となる人はOで囲む）

I T機器の利用経験

I T機器に対する
日常生活で、のニーズ

c A機器の希望

c A機器の利用状況 ／／  ／ （追記更新） （※対応記録の番号を記入（追記更新））

【対応記録】 （※記入例）

実施日 支支援援者者の指導等
ー-l惨 患者の反応等 対応 分

（ の対応等） 骨一ー （患者の希望等） 者 類

2016/ 告知後のフォローで、入院患者（0 一一揖 （興味深く見ているが、戸惑い ムム A 
1/2 0氏）の意思伝達装置利用状況を見 が感じられる）

戸子＇－＇－一:, 

2 2016/ （話を聞き、スマートフォンでない 金一一 自分もCA機器の必要性がある ムム ア
2/10 携帯電話や、デジカメの利用経験は ことがわかったが、 PCの利用

確認。使うこと自体は難しくないと 経験がないので不安であると相
伝える。） 三~に

PT  （・・）へ申し送る
※ E 

3 2016/ ②をうけて、 PT訓練中に IT機器 一一歩 ( I T機器に関心があるがCA ．． A 
2/15 の利用状況等の話題をふり、ニーズ 機器としての利用方法の実感が

を探る。 わかない。）
ST （口口）へ申し送る

※ 
機器の紹介が必要。

E 

. "'"',, ..,.,., ＂＇＂＂・＂＂＇＂＂＇＂＂”－.－♂島‘貌，，＇叫 .－‘..-... －.”‘－.眠.－.叫－.ν，，..－.ν 、．ω，、‘凸V‘，V v、‘．叫・＂“～、、 、‘ 、、 、‘ ヘ駒． 、‘ ω 、‘ 、‘ 、‘ ω 、． 、‘ 、..、‘ ~· 喫、‘ 、、 、‘ 、‘ 、‘ 、‘．～．、‘，、．．’~.. 、－ ...,. ....... ・ ... ・・、♂’d ,. ~· ’d ,. , .... ’d ._ ....... ・-・・・-・・ ，崎、 ,. ・－・、v ・-・ ’J V・・－・‘～。._ ..... ’〆 ’J’d 、J ._ ... _. ”J ・-・ ........... _ ... ._ .. 、晶 、a _ .. ,..,,..,,,.,,...,,..,.....,,,.., ........ハ A ~ r，八《《《，..，，..，，..，，，..，，..，内，...，...，...,,....,...,... A 《《，..，，..，／＂，，，....＿，，..， ／＂；《内八八 F，《《 p ,,. ,,. ,,.,,..,,.. ，，.，，..，，..，，..，，，.＿，，.，，..門戸／＂.，.. ，，.，凡，，..，，，..， ,,.,,,. ，，..，，，.，，..，，，.，，，..， ，，.，，..，，...《円，，. r. ,,.., ,,., 

（分類コード）

支援側からの指導／A ：意思確認・状況確認、

D ：訓練（リノ＼）での対応、

患者等からの希望／ア：具体的でない相談、

エ：入手、支援希望、

B：情報提供、

E ：申し送り、

イ：試用・デモ、

オ：不具合の改善、

C：アドノ〈イス

F ：その他

ウ：利用訓練

カ：その他

－「神経筋疾患患者に苅するコミュニケーション機器導入支援ガイドブック（編集・発行：ALS患者に対するコミュニケーション機器導入
支援体制の横証に関する研究）J(P38）より引用）
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〈引用文献・参者文献等〉

「神経筋疾患患者に対するコミュ二ケーシヨン機器導入支援ガイドブ、ツク」 回E詰回
～ALSを中心とした支援にかかわる医療職のための基礎知識～ 夜註~司

（編集発行：中部学院大学看護リハビリテーシヨン学部理学療法学科教授井村保）田島民

https:/ /rel.chubu-gu.ac.jp/ ca-gb/ 

「マイスイッチ：体の一部を使ってコミュニケ－ションできる私のスイッチJ

（ホームページ管理者：松尾光晴（意思伝達装置レッツ・チヤツ卜開発者））

http:/ /myswitch.jp/ 

「難病コミュニケーション支援講座J（平成31年2月2～3日沖縄開催時の資料）
(NPO法人 ICT救助隊）

「補装具費支給事務ガイドブ、ツク（平成30年度 告示改正対応版）」

（編集－発行：公益財団法人 テクノエイド協会） 平成30年3月

http:/ /www.techno-aids.or.jp/research_report.html 

「重度障害者用意思伝達装置」導入ガイドライン
＊平成24-25年度改訂版 く本編〉 く参考資料編〉 ＊平成30年度改正版（速報）

（一般社団法人白木リハビリテーション工学協会）

http:/ /www.resja.or.jp/ com-gl/ 

－コミュ二ケーション支援サポートブック
応用編『コミュニケーション機器の導入にあたって』

（宮城県リハビリテーション支援センタ－）平成29年4月

【主な制度等】

＊「補装具費支給制度」 「日常生活用具給付等事業」等の制度については、
厚生労働省のホームページをご参照ください

回開国

雄

https:/ /www.mhlw.go.jp/ stf I seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/ shougaishahukushi/ yogu/index.html 憲懇出震程遺書
「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」平成十七年法律第百二十三号

（障発0323第31号平成30年3月23日厚生労働省社会・援護局）

「補装具費支給事務取扱指針について」の制定について

（障発0323第31号平成30年3月23日厚生労働省社会・援護局〉

「難病患者等における地域生活支援事業等の取扱いに関するQ&AJ
（事務連絡平成25年3月15日厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部）
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進行性神経難病療養者（ALSなど）のコミュニケーション支援に関する手引き（支援者向け）

「気持ちの伝え方 会 受けとり方BOOKJ【完成版】

《平成29～30年度コミュニケーション支援に関する手引き作成作業部会委員及び執筆者一覧》

（敏称略・委員名簿Jll貢）

宇田 薫 （医療法人おもと会 統括リハビ、リテーション部 訪問リハビリテーシヨン料）
新里 恵 （独立行政法人国立病院機構沖縄病院地域連携室）
島田 将尚 （医療法人沖縄徳洲会南部徳洲会病院 リハビリテーション室）
渡久地 康孝 （びたさぽ訪問看護ステーション）
城間 忍 （訪問看護ステーションはえばる） H29年度委員
新崎 真実子 （訪問看護ステーションはえばる） H30年度委員
神山 利美 （訪問介護ステーションみかん）
真栄城 睦美 （鏡原（皆生園ケ7フランセンター） H29年度委員
島袋 さっき （西原町社会福祉協議会相談支援事業所）
照喜名 通 （難病相談支援センター？ンビシャス）
赤嶺 美千代 (NPO法人わくわくの会相談支援事業所さぽーとせんた－j)

＜協力＞ 有限会社ハート義肢（沖縄県指定福祉用具貸与事業所）
日本ALS協会沖縄県支部

＜事務局＞ 沖縄県南部保健所地域保健班
園吉 香代子 （保健健康総括）
上里 とも子 （地域保健班長）
蔵根瑞枝 （主幹）
7Jく野創 （保健師）
伊田光 （保健師）
真栄城睦子 （保健師）

編集沖縄県南部保健所

「コミュニケーション支援に関する手引き作成作業部会j

事務局沖縄県南部保健所地域保健班

干901-1104 沖縄県南風原町字宮平212番地

TEL:098-889-6945/FAX:098-888-1348 

平成31年3月


